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(57)【要約】
　ディスプレイパネルと、実質的に透明な基材と、接着
剤組成物と、を含む、光学アセンブリが提供される。接
着剤組成物は、１つ以上の（メタ）アクリレートモノマ
ー、１つ以上の多官能性（メタ）アクリレートオリゴマ
ー、及び１つ以上のフリーラジカル生成光開始剤を含む
、相溶性ブレンドの反応生成物を含む。１つ以上の多官
能性（メタ）アクリル系オリゴマーは、化学線への暴露
によって硬化された後、接着剤組成物に実質的に結合さ
れない（メタ）アクリレートモノマーに由来するアクリ
ル系オリゴマーを含む。前記光学アセンブリと、裏張り
を含み、硬化された接着剤組成物が提供されたテープと
、を作製する方法も提供される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ディスプレイパネル、
　実質的に透明な基材と、
　前記ディスプレイパネルと前記実質的に透明な基材との間に配置された接着剤層と、
　を備える、光学アセンブリであって、前記接着剤層が、
　アクリル系オリゴマーと、
　１官能性（メタ）アクリレートモノマーを含む反応性希釈剤と、
　フリーラジカル生成開始剤と、
　を含む、相溶性ブレンドの反応生成物を含み、
　前記アクリル系オリゴマーが、（メタ）アクリレートモノマー由来のアクリル系オリゴ
マーを含む、光学アセンブリ。
【請求項２】
　前記相溶性ブレンドの前記反応生成物が、光反応生成物を含む、請求項１に記載の光学
ディスプレイアセンブリ。
【請求項３】
　前記フリーラジカル生成開始剤が、光開始剤を含む、請求項１に記載の光学ディスプレ
イアセンブリ。
【請求項４】
　前記相溶性ブレンドが、
　ａ）約６０部～約５部の１つ以上のアクリル系オリゴマーの混合物と、
　ｂ）約４０部～約９５部の１つ以上の１官能性（メタ）アクリレートモノマーの混合物
と、
　ｃ）１００部の成分ａ）及びｂ）に基づいて、約０．０１部～約１．０部の１つ以上の
フリーラジカル生成開始剤と、
　を含む、請求項１に記載の光学ディスプレイアセンブリ。
【請求項５】
　多官能性アクリレート又はビニル架橋剤を更に含む、請求項１に記載の光学アセンブリ
。
【請求項６】
　粘着付与剤を更に含む、請求項１に記載の光学アセンブリ。
【請求項７】
　前記接着剤層が、可塑剤、充填剤、接着促進剤、安定剤、顔料、又はそれらの組み合わ
せを更に含む、請求項１に記載の光学アセンブリ。
【請求項８】
　前記１つ以上のアクリル系オリゴマーの混合物が、アクリル系ポリオールを含む、請求
項４に記載の光学アセンブリ。
【請求項９】
　前記１つ以上の（メタ）アクリレートモノマーの混合物が、少なくとも１つのアルキル
（メタ）アクリレートエステルを含む、請求項４に記載の光学アセンブリ。
【請求項１０】
　前記少なくとも１つのアルキル（メタ）アクリレートエステルが、２－エチルヘキシル
（メタ）アクリレート、イソオクチル（メタ）アクリレート、イソボルニル（メタ）アク
リレート、ブチル（メタ）アクリレート、メチル（メタ）アクリレート、ラウリルアクリ
レート、２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート、及びそれらの組み合わせから選択
される、請求項９に記載の光学アセンブリ。
【請求項１１】
　前記ディスプレイパネルが、液晶ディスプレイ、プラズマディスプレイ、発光ダイオー
ド（ＬＥＤ）ディスプレイ、電気泳動ディスプレイ、及び陰極線管ディスプレイから選択
される、請求項１に記載の光学アセンブリ。
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【請求項１２】
　前記ディスプレイパネルが、タッチセンサー式である、請求項１１に記載の光学アセン
ブリ。
【請求項１３】
　前記実質的に透明な基材が、反射器、偏光器、鏡、防眩若しくは反射防止フィルム、飛
散防止フィルム、拡散体、又は電磁干渉フィルタから選択される、請求項１に記載の光学
アセンブリ。
【請求項１４】
　前記１つ以上のアクリル系オリゴマーが、１０００を超えるが、もつれ分子量Ｍｅを超
えない重量平均分子量を有する、請求項４に記載の光学アセンブリ。
【請求項１５】
　前記接着剤組成物が、前記光開始剤によって少なくとも部分的に吸収される波長の化学
線に暴露することによって硬化されており、前記アクリル系オリゴマーが、前記硬化され
た組成物に実質的に架橋されない、請求項３に記載の光学アセンブリ。
【請求項１６】
　光学アセンブリを作製する方法であって、
　ディスプレイパネル及び実質的に透明な基材を提供する工程と、
　光反応性接着剤成分の相溶性ブレンドを前記ディスプレイパネル上に配置する工程と、
　前記基材を前記接着剤成分と接触させて、前記ディスプレイパネル、接着剤成分、及び
基材の光学的に透明な積層体を形成する工程と、
　前記光学アセンブリを、前記開始剤によって少なくとも部分的に吸収されるエネルギー
に暴露する工程と、
　を含み、前記相溶性ブレンドが、
　アクリル系オリゴマーと、
　１官能性（メタ）アクリレートモノマーを含む反応性希釈剤と、
　フリーラジカル生成開始剤と、
　を含み、前記アクリル系オリゴマーが、アクリレート及びメタクリレートモノマー由来
の実質的にアクリル系のオリゴマーを含む、方法。
【請求項１７】
　前記開始剤が光開始剤を含み、前記エネルギーが化学線を含む、請求項１６に記載の光
学アセンブリを作製する方法。
【請求項１８】
　前記相溶性ブレンドが、
　ａ）約６０部～約５部の１つ以上のアクリル系オリゴマーの混合物と、
　ｂ）約４０部～約９５部の１つ以上の１官能性（メタ）アクリレートモノマーの混合物
と、
　ｃ）１００部の成分ａ）及びｂ）に基づいて、約０．０１部～約１．０部の１つ以上の
フリーラジカル生成開始剤と、
　を含む、請求項１６に記載の光学アセンブリを作製する方法。
【請求項１９】
　多官能性アクリレート又はビニル架橋剤を更に含む、請求項１６に記載の光学アセンブ
リを作製する方法。
【請求項２０】
　前記ディスプレイパネルが、液晶ディスプレイ、発光ダイオードディスプレイ、電気泳
動ディスプレイ、及び陰極線管ディスプレイから選択される、請求項１６に記載の光学ア
センブリを作製する方法。
【請求項２１】
　前記実質的に透明な基材が、タッチセンサー式である、請求項２０に記載の光学アセン
ブリを作製する方法。
【請求項２２】
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　前記実質的に透明な基材が、反射器、偏光器、鏡、防眩若しくは反射防止フィルム、飛
散防止フィルム、拡散体、又は電磁干渉フィルタから選択される、請求項１６に記載の光
学アセンブリを作製する方法。
【請求項２３】
　光学アセンブリを作製する方法であって、
　ディスプレイパネル及び実質的に透明な基材を提供する工程と、
　前記実質的に透明な基材と前記ディスプレイパネルとの間に硬化された接着剤層を積層
する工程と、
　を含み、前記接着剤層が、
　アクリル系オリゴマーと、
　１官能性（メタ）アクリレートモノマーを含む反応性希釈剤と、
　フリーラジカル生成開始剤と、
　を含む、相溶性ブレンドの反応生成物を含み、
　前記アクリル系オリゴマーが、（メタ）アクリレートモノマー由来のアクリル系オリゴ
マーを含む、光学アセンブリを作製する方法。
【請求項２４】
　反応生成物が光反応生成物を含み、前記開始剤が光開始剤を含む、請求項２３に記載の
光学アセンブリを作製する方法。
【請求項２５】
　前記硬化された接着剤層が、
　少なくとも１つの剥離ライナーが紫外線に対して実質的に透明である２つの剥離ライナ
ーの間に、前記相溶性ブレンドを配置することと、
　前記相溶性ブレンドを、前記光開始剤によって少なくとも部分的に吸収される波長の化
学線に暴露して、前記硬化された接着剤層を作製することと、
　を含む方法によって調製される、請求項２４に記載の光学アセンブリを作製する方法。
【請求項２６】
　裏張り材料と、
　前記裏張り材料の上に配置される感圧接着剤組成物と、
　を含む、接着剤物品であって、前記感圧接着剤組成物が、
　ａ）約６０部～約５部の１つ以上のアクリル系オリゴマーの混合物と、
　ｂ）約４０部～約９５部の１つ以上の１官能性（メタ）アクリレートモノマーの混合物
と、
　ｃ）１００部の成分ａ）及びｂ）に基づいて、約０．０１部～約１．０部の１つ以上の
フリーラジカル生成開始剤と、
　を含む、相溶性ブレンドの前記反応生成物を含み、アクリレート及びメタクリレートモ
ノマー由来の前記アクリル系オリゴマーが、前記硬化された組成物に実質的に結合されな
い、接着剤物品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、光学接着剤を含む光学アセンブリに関する。
【背景技術】
【０００２】
　光学的に透明な接着剤（ＯＣＡ）には、光学ディスプレイにおいて幅広い用途がある。
ディスプレイ用途では、光学結合を使用して、ディスプレイパネル、ガラスプレート、タ
ッチパネル、ディフューザ、剛性補償素子、ヒータ、並びに偏光板及び位相差板のような
フレキシブルフィルムなどの光学素子同士を接着することができる。光学的に透明な接着
剤は、多場合、タッチディスプレイ、例えば、容量性のタッチディスプレイにおいて結合
するために使用される。光学的に透明な接着剤は、基材の機械的な結合を提供するだけで
なく、明るさ及びコントラストを低減し得る空隙を排除することによって、ディスプレイ
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の光学的品質を大幅に向上させることもできる。ディスプレイの光学的性能は、内部反射
面の数量を最小限にすることにより改善することができ、それと共に、ディスプレイの光
学素子間のエアギャップ数をなくすか、又は少なくとも最小限にすることが望ましいこと
がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　無線読取り装置などの新しい電子ディスプレイ製品の開発は、ディスプレイを結合する
ために、応力緩和特性を有する光学的に透明な接着剤の需要を増加させた。近年では、光
学的に透明な軟性接着剤－動的機械分析（ＤＭＡ）によって測定される広範囲の温度にわ
たって低弾性率及び高タンδ値を有する接着剤が必要とされている。これらの光学的に透
明な軟性接着剤は、ディスプレイ上に成膜されたとき、例えば、５０μｍの厚さを典型的
に有し得る、より良い濡れの厚いインクを可能にすることができる。光学的に透明な軟性
接着剤は、ディスプレイ装置の初期アセンブリ中に生成され得る応力を緩和することもで
きる。
【０００４】
　したがって、電子ディスプレイ上で使用するための光学的に透明な軟性の応力緩和接着
剤が必要である。特に一定期間の熱及び湿度への暴露後に、良好な光学特性を有し、気泡
形成に耐える、ディスプレイ基材に対して良好な接着を有する、光学的に透明な接着剤が
必要である。これらの目的で有用であり得る、光学的に透明な液体接着剤及び接着シート
も必要である。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　一態様では、ディスプレイパネルと、実質的に透明な基材と、ディスプレイパネルと実
質的に透明な基材との間に配置された接着剤層と、を備える、光学アセンブリが提供され
、接着剤層は、アクリル系オリゴマー、１つ以上の１官能性（メタ）アクリレートモノマ
ーの混合物を含む反応性希釈剤、及びフリーラジカル生成開始剤を含む、相溶性ブレンド
の反応生成物を含み、アクリル系オリゴマーは、（メタ）アクリレートモノマー由来のア
クリル系オリゴマーを含む。フリーラジカル開始剤は光開始剤を含んでよく、反応生成物
は光反応生成物を含み得る。アクリル系オリゴマーは、アクリル系ポリオールを含み得る
。ディスプレイパネルは、電子装置の一部であってよく、液晶ディスプレイ、プラズマデ
ィスプレイ、発光ダイオード（ＬＥＤ）ディスプレイ、エレクトロウェッティングディス
プレイ、又は陰極線ディスプレイであり得る。接着剤組成物は、可塑剤、粘着付与剤、充
填剤、又はこれらの組み合わせを含んでもよい。接着剤組成物は、熱又は化学線を含むエ
ネルギーへの暴露によって硬化され得る熱又は化学線は、開始剤又は光開始剤によって吸
収されて反応を開始し、反応生成物を生成することができる。
【０００６】
　別の態様では、ディスプレイパネル及び実質的に透明な基材を提供する工程と、反応接
着剤成分の相溶性ブレンドをディスプレイパネル上に配置する工程と、基材を接着剤成分
と接触させてディスプレイパネル、接着剤成分、及び基材からなる光学的に透明な積層体
を形成する工程と、開始剤によって少なくとも部分的に吸収されるエネルギーに光学アセ
ンブリを暴露する工程と、を含んでなる、光学アセンブリを作製する方法が提供され、相
溶性ブレンドは、アクリル系オリゴマー、１つ以上の１官能性（メタ）アクリレートモノ
マーの混合物を含む反応性希釈剤、及びフリーラジカル生成開始剤を含み、アクリル系オ
リゴマーは、（メタ）アクリレートモノマー由来のアクリル系オリゴマーを含む。オリゴ
マーは、アクリル系ポリオールを含み得る。
【０００７】
　更に別の態様では、ディスプレイパネル及び実質的に透明な基材を提供する工程と、提
供される硬化接着剤をディスプレイパネルと実質的に透明な基材との間に積層する工程と
、を含んでなる、光学アセンブリを作製する方法が提供される。硬化接着剤は、反応接着
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剤成分の相溶性ブレンドを２つの剥離ライナーの間に配置し、光学アセンブリを、開始剤
によって少なくとも部分的に吸収されるエネルギーに暴露して、接着剤成分を完全に硬化
させることによって調製することができ、相溶性ブレンドは、アクリル系オリゴマー、１
つ以上の１官能性（メタ）アクリレートモノマーの混合物を含む反応性希釈剤、及びフリ
ーラジカル生成開始剤を含み、アクリル系オリゴマーは、（メタ）アクリレートモノマー
由来のアクリル系オリゴマーを含む。開始剤は光開始剤を含んでよく、エネルギーは化学
線を含み得る。
【０００８】
　更に別の態様では、裏張り材料と、裏張り材料の上に配置される感圧接着剤組成物と、
を含む、接着剤物品が提供され、感圧接着剤組成物は、約６０部～約５部の１つ以上の（
メタ）アクリル系オリゴマーの混合物と、ｂ）約４０部～約９５部の１つ以上の１官能性
（メタ）アクリレートモノマーの混合物と、ｃ）１００部の成分ａ）及びｂ）に基づいて
、約０．０１部～約１．０部の１つ以上のフリーラジカル生成開始剤と、を含む、相溶性
ブレンドの反応生成物を含み、（メタ）アクリレートモノマー由来のアクリル系オリゴマ
ーは、硬化した組成物に実質的に架橋されない。アクリル系オリゴマーは、アクリル系ポ
リオールを含み得る。
【０００９】
　本開示において、
　「アクリル系オリゴマー」は、１官能性アクリル系モノマーから作製された（メタ）ア
クリル系反復単位である、反復単位を有する、低分子量ポリマーを指す。
　「インクステップ」は、インクが上にプリントされる基材の高さと比較した、プリント
されたインクパターンの端部の高さを指す。
　「（メタ）アクリレート」又は「（メタ）アクリル系」は、酸又はアクリル酸若しくは
メタクリル酸の誘導体、あるいはこれらの組み合わせのいずれかを指す。
　「多官能性（メタ）アクリレートオリゴマー」は、多官能性アクリル系モノマーから作
製された（メタ）アクリル系反復単位である、反復単位を有する、低分子量ポリマーを指
す。
　「光開始剤」は、選択された波長の化学線（多くの場合、紫外線範囲）を吸収すること
ができ、直接又はフリーラジカル開始種へのエネルギー転送のいずれかによって、フリー
ラジカル開始種を形成することができる種を指す。
【００１０】
　提供される光学アセンブリ、及び基材の機械的結合を提供するその接着剤を作製する方
法は、空隙を排除することによってアセンブリの光学ディスプレイ構成要素の光学的品質
を増加させることができる。加えて、それらは、内部反射面の数を最小限にすることによ
って、明るさ及びコントラストを低減することができる。提供される光学アセンブリは、
手持ち式の電子装置などの電子ディスプレイ装置において、気泡形成を低減し、観察者に
均一の外観を付与するために有用である。
【００１１】
　上記の概要は、本発明のすべての実施のそれぞれの開示される実施形態を説明すること
を目的としたものではない。「図面の簡単な説明」及びこれに続く「発明を実施するため
の形態」において、実例となる実施形態をより詳しく例示する。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】提供される光学アセンブリの実施形態及び比較接着剤において使用される光学接
着剤についてのタンδ対温度（－４０℃～１１０℃）のプロット。
【図２】提供される光学アセンブリの実施形態及び比較接着剤において使用される光学接
着剤についてのタンδ対温度（－２０℃～１００℃）のプロット。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下の説明において、本明細書の説明の一部を構成しいくつかの特定の実施形態が例と
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して示される添付の一連の図面を参照する。本発明の範囲又は趣旨を逸脱せずに、その他
の実施形態が考えられ、実施され得ることを理解すべきである。したがって、以下の詳細
な説明は、限定的な意味で解釈されるべきではない。
【００１４】
　他に指示がない限り、本明細書及び特許請求の範囲で使用される特徴の大きさ、量、物
理特性を表わす数字はすべて、どの場合においても用語「約」によって修飾されるものと
して理解されるべきである。それ故に、そうでないことが示されない限り、前述の明細書
及び添付の特許請求の範囲で示される数値パラメータは、当業者が本明細書で開示される
教示内容を用いて、目標対象とする所望の特性に応じて、変化し得る近似値である。終点
による数の範囲の使用は、その範囲内（例えば、１～５は、１、１．５、２、２．７５、
３、３．８０、４、及び５を含む）のすべての数及びその範囲内の任意の範囲を含む。
【００１５】
　光学材料は、光学アセンブリの光学構成要素間又は光学基材間のギャップを充填するの
に使用される場合がある。光学基材に結合されたディスプレイパネルを含む光学アセンブ
リは、２つのものの間のギャップが、パネル及び基材の屈折率に適合するか、又はほぼ適
合する光学材料で充填された場合、利益を得る場合がある。例えば、日光、及びディスプ
レイパネルと外側カバーシートとの間に固有の周囲光の反射は低減される場合がある。デ
ィスプレイパネルの色域及びコントラストは、周囲条件下で改善され得る。充填されたギ
ャップを有する光学アセンブリは、エアギャップを有する同様のアセンブリと比較して、
改善された衝撃耐性を呈することもできる。
【００１６】
　大きな寸法、すなわち面積を有する光学アセンブリは、効率及び厳しい光学品質が望ま
れるならば、製造するのが難しい場合がある。光学構成要素間のギャップは、ギャップ内
に硬化性組成物を注ぐか、又は注入することによって、続いて組成物を硬化させて構成要
素を一緒に結合することによって充填され得る。しかしながら、これらの一般的に使用さ
れる組成物は長い流出時間を有し、これは大きな光学アセンブリには非効率的な製造方法
の一因となる。
【００１７】
　これらの光学ディスプレイの組み立てプロセスは、機械的な歪みに敏感な構成要素、例
えば、ＬＣＤ又はＯＬＥＤが関与する場合、又はインクステップが６０～７０μｍもの高
さであり得る、プリントカバーレンズなどに対して、基材が著しい局所的特徴を有する場
合に特に困難であり得る。光学的に透明な液体接着剤を使用するとき、変形して可視の光
学的欠点を生じ得る、硬化収縮及び結果としてＬＣＤなどの構成成分にかかる応力に関し
て憂慮しなければならない。インク端部における接着剤厚さの急激な変化に起因して、硬
化した液体接着剤の過剰な収縮及び高い弾性が光学的歪みと、この端部付近に応力集中と
、をもたらす場合があり、ディスプレイの故障を引き起こす可能性がある。提供される接
着剤成分は、この故障を防ぐために、低い収縮及び低い弾性率の固有の組み合わせを提供
することができる。液体接着剤が完全に硬化すると、光学的に透明な接着剤は、組み立て
られたディスプレイの耐久性試験にも耐えなければならず、接着、光学、及び落下試験耐
久性の良好な均衡を必要とする。場合によって、充填する必要があるセル間隙が著しい厚
さである（ｍｍスケールでもある）ため、これらの接着性能属性と硬化特性との間に適正
な均衡を見出すことは困難である。
【００１８】
　光学的に透明な接着剤は、液体形態を使用する代わりに、転写テープ形式で使用して、
ディスプレイ基材の間の空隙を充填してもよい。このプロセスにおいて、本発明の液体接
着剤組成物は、少なくとも１つが紫外線に対して透明である、２つのシリコーン処理した
剥離ライナーの間に適用することができ、硬化に有用である。次いで、接着剤組成物は、
その中に含有される光開始剤によって少なくとも部分的に吸収される波長の化学線への暴
露によって、硬化（重合）され得る。したがって、感圧接着剤を含む転写テープを形成す
ることができる。転写テープの形成は、積層する前に、硬化した接着剤を弛緩させること
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によって、接着剤の応力を低減することができる。例えば、典型的なアセンブリプロセス
では、転写テープの剥離ライナーの１つをはがして、接着剤をディスプレイアセンブリに
適用することができる。次いで、２つ目の剥離ライナーをはがして、基材への積層を完了
させることができる。基材及びディスプレイパネルが剛性であるとき、接着剤結合は、真
空積層装置によって補助され、接着剤中、又は接着剤と基材若しくはディスプレイパネル
との間の界面において気泡が形成されないことを確実にすることができる。最後に、組み
立てられたディスプレイ構成要素は、オートクレーブ工程に送って結合を終了し、積層欠
陥のない光学アセンブリを作製することができる。
【００１９】
　硬化した接着剤転写テープが、プリントレンズと第２のディスプレイ基材との間に積層
されるとき、完全に硬化した接着剤を時には大きいインクステップ（すなわち、５０～７
０μｍ）に適合させる必要があり、ディスプレイに許容され得る全接着剤厚さは、わずか
１５０～２５０μｍであり得るため、光学的欠陥の予防は、より一層困難であり得る。任
意の捕捉された気泡を後次ディスプレイ組立工程で除去することが極めて困難になり得る
ため、初期アセンブリ中（例えば、プリントレンズが、本発明の光学的に透明な接着剤転
写テープと共に第２の基材に積層されるとき）に、この大きいインクステップを完全に濡
らすことが非常に重要である。光学的に透明な接着剤転写テープは、良好なインクの濡れ
を可能にするために、速やかに変形できることによって、十分なコンプライアンス（例え
ば、１Ｈｚの周波数で測定されるとき、典型的に２５℃の積層温度で＜１０５パスカル（
Ｐａ）の低せん断貯蔵弾性率、Ｇ’）を有し、インクステップ輪郭の鋭角に適合する必要
がある。転写テープ上の接着剤はまた、インクステップに適合するだけでなく、インク表
面をより完全に濡らすためにも十分な流量を有する必要がある。接着剤の流量は、広範囲
の温度にわたって、材料の、高いタンデルタ値に反映され得る（すなわち、タンδ＞０．
４、接着剤のＴｇ（ＤＭＡによって測定）と約５０℃又はそれよりわずかに高い温度との
間）。インクステップによる光学的に透明な接着剤テープの急速変形によって引き起こさ
れる応力は、応力が数秒以内ではなく数時間かけて緩和され得る偏光器付属の用途などに
おいて、接着剤が熱膨張係数の不一致によって引き起こされる共通応力よりもはるかに速
く応答することを必要とする。しかしながら、この初期インクステップの濡れを達成する
ことができるそのような接着剤であっても、依然としてバルクレオロジーから過度の弾性
寄与を有し、これによって結合した構成成分の許容されない変形を引き起こし得る。これ
らのディスプレイ構成要素は、寸法的に安定しているとしても、貯蔵された弾性エネルギ
ー（インクステップ上の接着剤の急速変形に起因する）は、接着剤に応力を絶えず適用す
ることによって、それ自体を緩和する方法を見出し、最終的には、故障の原因になる。し
たがって、ディスプレイ構成要素の液体結合の場合と同様に、転写テープがディスプレイ
構成要素に良好に結合するための設計は、接着、光学、落下試験耐久性の微妙な均衡を要
すると同時に、インクステップがその厚さの３０％以上まで接着剤層を押し入れるときで
あっても、高いインクステップへの適合及び良好な流量を必要とする。
【００２０】
　一態様では、ディスプレイパネルを含む光学アセンブリが提供される。ディスプレイパ
ネルは、液晶ディスプレイパネルなど任意のタイプのパネルを含むことができる。液晶デ
ィスプレイパネルは周知であり、通常、ガラス又はポリマー基材などの、２つの実質的に
透明な基材間に配置された液晶材料を含む。本明細書で使用するとき、「実質的に透明で
ある」は、光学用途（例えば４６０～７２０ｎｍの範囲にわたって少なくとも８５％の透
過率を有する）に好適である基材を指す。光学基材は、厚さ１ミリメートル当たり、４６
０ｎｍで約８５％超の透過率、５３０ｎｍで約９０％超の透過率、及び６７０ｎｍで約９
０％超の透過率を有することができる。実質的に透明な基材の内側面には、電極として機
能する透明な導電材料が存在し得る。場合によっては、実質的に透明な基材の外側面には
、基本的に、ただ１つの偏光状態の光だけを通すことができる偏光フィルムがあってよい
。電圧が電極に対して選択的に印加されると、液晶材料は再配向して光の偏光状態を変え
ることができ、それにより、画像が形成され得る。液晶ディスプレイパネルはまた、マト
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リクスパターンで配置された複数の薄膜トランジスタを有する薄膜トランジスタアレイパ
ネルと、共通電極を有する共通電極パネルとの間に配置された液晶材料を含むことができ
る。
【００２１】
　一部の他の実施形態において、ディスプレイパネルは、プラズマディスプレイパネルを
含むことができる。プラズマディスプレイパネルは周知であり、通常、２つのガラスパネ
ル間に位置する小セル内に配置されたネオン及びキセノンなどの希ガスからなる不活性混
合物を含む。パネル内の制御回路帯電電極によって、気体をイオン化し、プラズマを形成
した後、その中に含有される蛍光体を励起させて発光させることができる。
【００２２】
　他の実施形態において、ディスプレイパネルは、発光ダイオード（ＬＥＤ）ディスプレ
イパネルを備えてもよい。発光ダイオードは、有機又は無機のエレクトロルミネセント材
料を使用して作製することができ、当業者によく知られている。これらのパネルは、本質
的に、２つの導電性ガラスパネルの間に配置されたエレクトロルミネセント材料の層であ
る。有機エレクトロルミネセント材料は、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）又はポリマー
発光ダイオード（ＰＬＥＤ）を含む。
【００２３】
　いくつかの実施形態において、ディスプレイパネルは、電気泳動ディスプレイを備えて
もよい。電気泳動ディスプレイは既知であり、電子ペーパー、すなわちｅ－ペーパーと呼
ばれるディスプレイ技術に典型的に使用される。電気泳動ディスプレイは、２つの透明な
電極パネルの間に配置された液体の帯電材料を含み得る。液体の帯電材料は、ナノパーテ
ィクル、染料、及び非極性炭化水素中に浮遊する帯電剤、炭化水素材料中に浮遊する、帯
電した粒子で充填されたマイクロカプセルを含む。マイクロカプセルはまた、液体ポリマ
ーの層に浮遊してもよい。いくつかの実施形態において、ディスプレイパネルは、陰極線
管ディスプレイを含み得る。
【００２４】
　提供される光学アセンブリは、実質的に透明な基材を含む。実質的に透明な基材は、ガ
ラス又はポリマーを含み得る。有用なガラスには、ホウケイ酸、ソーダ石灰、及び保護カ
バーとしてディスプレイ用途での使用に適した他のガラスを挙げることができる。使用さ
れ得る１つの具体的なガラスは、Ｃｏｒｎｉｎｇ　Ｉｎｃ．，Ｃｏｒｎｉｎｇ　ＮＹから
入手可能なＥＡＧＬＥ　ＸＧ及びＪＡＤＥガラス基材を含む。有用なポリマーは、ポリエ
チレンテレフタレート、ポリカーボネートフィルム若しくはプレート、アクリルフィルム
、例えばポリメチルメタクリレートフィルム、及びシクロオレフィンポリマーフィルム、
例えばＺｅｏｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ（Ｌｏｕｉｓｖｉｌｌｅ，ＫＹ）から入手可能なＺ
ＥＯＮＯＸ及びＺＥＯＮＯＲが挙げられる。実質的に透明な基材は、通常、ディスプレイ
パネル及び／又は接着剤層に近い屈折率、例えば約１．４～約１．７の屈折率を有する。
実質的に透明な基材は通常、約０．５ｍｍ～約５ｍｍの厚さを有する。
【００２５】
　提供される光学アセンブリは、タッチセンサー式であり得る。タッチセンサー光学アセ
ンブリ（タッチセンサーパネル）には、容量性センサー、抵抗性センサー、及び突出した
容量性センサーが挙げられる。そのようなセンサーは、ディスプレイを覆う実質的に透明
な基材上に透明な導電素子を含む。ディスプレイの近く又はディスプレイと接触している
物体の位置を決定するために、電気信号を使用して導電素子を調べることができる電子部
品と導電素子を組み合わせることができる。タッチセンサー式光学アセンブリは既知であ
り、例えば、米国特許公開第２００９／００７３１３５号（Ｌｉｎら）、同第２００９／
０２１９２５７号（Ｆｒｅｙら）、及びＰＣＴ公開第ＷＯ　２００９／１５４８１２号（
Ｆｒｅｙら）に開示されている。力センサーを含む位置タッチセンサー式パネルもまた既
知であり、例えば、力測定を含むタッチスクリーンディスプレイセンサーにおいて開示さ
れ、米国特許第５，５４１，３７１号（Ｂａｌｌｅｒら）に開示される歪みゲージに基づ
く例、米国特許第７，１４８，８８２号（Ｋａｍｒａｔｈら）及び同第７，５３８，７６
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０号（Ｈｏｔｅｌｌｉｎｇら）に開示される材料及び空気を含む、誘電体材料又は誘電体
構造によって分離される、センサー内の異なる層上に常駐する導電トレース若しくは電極
の間の容量変化に基づく例、米国特許公開第２００９／０２３７３７４号（Ｌｉら）に開
示される、ピエゾ抵抗複合材料によって分離される、センサー内の異なる層上に常駐する
導電トレースの間の抵抗変化に基づく例、並びに米国特許公開第２００９／０３０９６１
６号（Ｋｌｉｎｇｈｕｌｔら）に開示される、ピエゾ導電材料によって分離される、セン
サー内の異なる層上に常駐する導電トレースの間の分極の進行に基づく例が挙げられる。
位置タッチスクリーンは、例えば、米国特許出願第６１／３５３，６８８号（Ｆｒｅｙら
）においても開示されている。
【００２６】
　提供される光学アセンブリで使用するために、接着剤層は、光学用途に好適である必要
がある。例えば、接着剤層は４６０～７２０ｎｍの範囲にわたって少なくとも８５％の透
過率を有し得る。例えば、接着剤層は、厚さ１ミリメートル当たり、４６０ｎｍで約８５
％より大きい透過率、５３０ｎｍで約９０％より大きい透過率、及び６７０ｎｍで約９０
％より大きい透過率を有することができる。これらの透過特性により、電磁スペクトルの
可視領域全体にわたって均一な光透過率がもたらされ、これは、フルカラーディスプレイ
で色点を維持するのに重要である。加えて、接着剤層は通常、ディスプレイパネル及び／
若しくは実質的に透明な基材の屈折率と一致する、又はほぼ一致する屈折率を有する。例
えば接着剤層は約１．４～約１．７の屈折率を有し得る。
【００２７】
　接着剤層は任意の厚さを有し得る。光学アセンブリで採用される特定の厚さは、任意の
数の因子から求めることができ、例えば、光学アセンブリを使用する光学デバイスの設計
では、ディスプレイパネルと実質的に透明な基材との間に特定のギャップを必要とするこ
とがある。接着剤層は典型的に、約１μｍ～約５ｍｍ、約５０μｍ～約１ｍｍ、又は約５
０μｍ～約０．２ｍｍの厚さを有し得る。接着剤層は、相溶性ブレンドの反応生成物から
作製することができ、相溶性ブレンドは、大型の光学アセンブリの効率的な製造に適した
粘度を有する。相溶性ブレンドは、本明細書において「液体組成物」又は「光学的に透明
な液体接着剤」と称されるが、接着剤は、中に含有される１つ以上の光開始剤によって少
なくとも部分的に吸収される波長の化学線に光学アセンブリを暴露するとき、実際に相溶
性ブレンドの反応生成物である。大型の光学センブリは、約１５ｃｍ２～約５ｍ２、又は
約１５ｃｍ２～約１ｍ２の面積を有する場合がある。例えば、液体組成物は、約１００セ
ンチポアズ（ｃｐｓ）～約４００００ｃｐｓ、約５００ｃｐｓ～約１００００ｃｐｓ、又
は約１０００ｃｐｓ～約５０００ｃｐｓの粘度を有する場合があり、組成物の粘度は２５
℃で測定される。組成物が、チキソトロピー剤を含んで揺変性である場合、粘度の上限を
超えることがある。液体組成物は様々な製造方法における使用のために修正可能である。
【００２８】
　提供される光学アセンブリは、ディスプレイパネルと実質的に透明な基材との間に配置
された接着剤層を含み、接着剤層は、アクリル系オリゴマー、１つ以上の１官能性（メタ
）アクリレートモノマーの混合物を含む反応性希釈剤、任意に多官能性アクリレート又は
ビニル架橋剤、及びフリーラジカル生成光開始剤の相溶性ブレンドの光反応生成物を含む
。アクリル系オリゴマーは、（メタクリレートモノマー）由来の実質的に非水溶性のアク
リル系オリゴマーであり得る。概して、（メタ）アクリレートは、アクリレート及びメタ
アクリレート官能基の両方を指す。
【００２９】
　アクリル系オリゴマーを使用して、本発明の硬化組成物の弾性均衡に対して粘度を制御
することができ、オリゴマーは、主にレオロジーの粘度成分に寄与する。アクリル系オリ
ゴマーが硬化組成物の粘度レオロジー成分に寄与するために、オリゴマーのガラス転移が
２５℃未満、通常０℃以下であるように、アクリル系オリゴマーで使用される（メタ）ア
クリル系モノマーを選択することができる。オリゴマーは、（メタ）アクリル系モノマー
から作製することができ、少なくとも１，０００、通常２，０００の重量平均分子量（Ｍ
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ｗ）を有することができる。これは、組成物のもつれ分子量（Ｍｅ）を超えてはならない
。分子量が過度に低い場合、組成物の脱気及び移行が問題となり得る。オリゴマーの分子
量がＭｅを超える場合、得られるもつれは、接着剤組成物のレオロジーに対する望ましく
ない弾性寄与の原因の１つになり得る。Ｍｗは、ＧＰＣによって決定され得る。Ｍｅは、
分子量の関数として、純粋な材料の粘度を測定することによって決定され得る。ログ／ロ
グプロットにおいてゼロせん断粘度対分子量をプロットすることによって、勾配の変化を
もつれ分子量として定義することができる。Ｍｅを超えて、勾配は、もつれ相互作用に起
因して著しく増加する。あるいは所与のモノマー組成物の場合、Ｍｅは、ポリマー密度が
当業者に既知のとおりであることがわかっていれば、動的機械分析において、ポリマーの
ゴム状平坦部の弾性率値から決定することもできる。一般的なＦｅｒｒｙ等式Ｇ０＝ｒＲ
Ｔ／Ｍｅは、Ｍｅと弾性率Ｇ０との間の関係を提供する。（メタ）アクリル系ポリマーの
典型的なもつれ分子量は、約３０，０００～６０，０００である。
【００３０】
　（メタ）アクリル系モノマー及びアクリル系オリゴマーにおいて使用されるそれらの比
率は、アクリル系オリゴマー、１官能性（メタ）アクリレートモノマー、任意の多官能性
アクリレート又はビニル架橋剤、及び接着剤層を形成するために使用される相溶性ブレン
ドの他の成分が、硬化時にも適合可能なままであって、本発明の光学的に透明な組成物を
産出するように選択され得る。光学的透明性は、試験方法に記載されるように、少なくと
も９０％の可視光線透過率及びわずか２％の曇りで定義される。一般に、これは、アクリ
ル系オリゴマー若しくはオリゴマー、及び相溶性ブレンド中の他の成分の溶解度パラメー
タが、比較的近いか、又は同一であることも意味する。溶解度パラメータの理論値は、文
献から既知の異なる等式及び理論を使用して計算することができる。これらの溶解度パラ
メータを使用して、アクリル系オリゴマーの選択を狭めることができるが、実験的検定（
すなわち、硬化及び曇り測定）は、理論的予測を確認する必要がある。
【００３１】
　一般に、アクリル系オリゴマーは、複数のフリーラジカル共重合性基（例えば、ペンダ
ント若しくは末端メタクリル系、アクリル系、フマル、ビニル、アリル、又はスチレン基
）を概して含まない場合がある。フリーラジカル共重合性基は、一般に不在であって、硬
化組成物の過剰な架橋を避ける。しかしながら、本発明の硬化組成物の弾性レオロジー的
成分が、この共反応性に起因して著しく増加しないのであれば、限られた量の共反応性が
許容され得る。したがって、アクリル系オリゴマーは、１つのフリーラジカル反応性の共
重合性基（例えば、ペンダント、若しくは末端メタクリル系、アクリル系、フマル、ビニ
ル、アリル、又はスチレン基）を含有してよい。
【００３２】
　アクリル系オリゴマーは、（メタ）アクリレートモノマー由来の実質的に非水溶性のア
クリル系オリゴマーを含み得る。（メタ）アクリレートモノマー由来の実質的に非水溶性
のアクリル系オリゴマーは、既知であり、典型的にウレタンコーティング技法において使
用される。それらの使いやすさに起因して、好ましいアクリル系オリゴマーには、（メタ
）アクリレートモノマー由来の液体アクリル系オリゴマーが挙げられる。（メタ）アクリ
レートモノマー由来の液体アクリル系オリゴマーは、約５００～約１０，０００の範囲内
の数平均分子量（Ｍｎ）を有し得る。市販の液体アクリル系オリゴマーは、約２０ｍｇ　
ＫＯＨ／ｇ～約５００ｍｇ　ＫＯＨ／ｇのヒドロキシル数を有し、ガラス転移温度（Ｔｇ

）は約－７０℃である。（メタ）アクリレートモノマー由来のこれらの液体アクリル系オ
リゴマーは、典型的に、ヒドロキシル官能基モノマーの繰り返し単位を含む。ヒドロキシ
ル官能基モノマーは、アクリル系オリゴマーに所望のヒドロキシル数及び溶解度パラメー
タを付与するのに十分な量で使用される。通常、ヒドロキシル官能基モノマーは、液体ア
クリル系オリゴマーの約２重量％～約６０重量％（ｗｔ％）の範囲内の量で使用される。
ヒドロキシル官能基モノマーの代わりに、他の極性モノマー、例えばアクリル酸、メタク
リル酸、イタコン酸、フマル酸、アクリルアミド、メタクリルアミド、Ｎ－アルキル及び
Ｎ，Ｎ－ジアルキル置換アクリルアミド及びメタクリルアミド、Ｎ－ビニルラクタム、Ｎ
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－ビニルラクトン、及び同様物を使用して、アクリル系オリゴマーの溶解度パラメータを
制御することもできる。これらの極性モノマーの組み合わせを使用してもよい。アクリレ
ート及び（メタ）アクリレートモノマー由来の液体アクリル系オリゴマーは、典型的に、
１つ以上のＣ１～Ｃ２０アルキル（メタ）アクリレートの繰り返し単位も含み、そのホモ
ポリマーは、２５℃以下のＴｇを有する。ホモポリマーＴｇの低い（メタ）アクリレート
を選択することが重要であり、そうでなければ液体アクリル系オリゴマーは、高いＴｇを
有する可能性があり、室温で液体状態を継続しない場合がある。しかしながら、アクリル
系オリゴマーは、本発明において使用される接着剤ブレンドが均衡した状態で容易に溶解
され得るならば、常に液体である必要はない。好適な市販の（メタ）アクリレートの例に
は、ｎ－ブチルアクリレート、ｎ－ブチルメタクリレート、ラウリルアクリレート、ラウ
リルメタクリレート、イソオクチルアクリレート、イソノニルアクリレート、イソデシル
アクリレート、トリデシルアクリレート、トリデシルメタクリレート、２－エチルヘキシ
ルアクリレート、２－エチルヘキシルメタクリレート、及びそれらの組み合わせが挙げら
れる。アクリレート及びメタクリレートモノマー由来のアクリル系オリゴマー中のＣ１～
Ｃ２０アルキルアクリレート又はメタクリレートの繰り返し単位の割合は、多くの要因に
依存するが、その中で最も重要なのは、得られる接着剤組成物の所望の溶解度パラメータ
及びＴｇである。アクリレート及びメタクリレートモノマー由来の典型的な液体アクリル
系オリゴマーは、約４０％～約９８％アルキル（メタ）アクリレートモノマーに由来し得
る。
【００３３】
　必要に応じて、（メタ）アクリレートモノマー由来のアクリル系オリゴマーは、追加の
モノマーを組み込むことができる。追加のモノマーは、ビニル芳香族、ビニルハロゲン化
物、ビニルエーテル、ビニルエステル、不飽和ニトリル、共役ジエン、及びこれらの混合
物から選択され得る。追加のモノマーを組み込むことは、原材料コストを低減するか、又
はアクリル系オリゴマーの特性を変更する場合がある。例えば、スチレン又はビニルアセ
テートをアクリル系オリゴマーに組み込むことで、アクリル系オリゴマーのコストを低減
することができる。
【００３４】
　液体アクリル系オリゴマーは、典型的に、好適なフリーラジカル重合プロセスによって
調製される。米国特許第５，４７５，０７３号（Ｇｕｏ）は、アリルアルコール又はアル
コキシル化アリルアルコールを使用することによって、ヒドロキシ官能基アクリル樹脂を
作製するためのプロセスについて説明している。一般に、アリル系モノマーは、重合が開
始する前にリアクターに添加される。通常、（メタ）アクリレートは、重合中に徐々に供
給される。典型的に、（メタ）アクリレートの少なくとも約５０重量％、又は少なくとも
約７０重量％が徐々に反応混合物に添加される。（メタ）アクリレートは、反応混合物中
でその安定性、低濃度を維持するような比率で添加される。アリル系モノマー対（メタ）
アクリレートの比率は、本質的に一定に保たれる。これは、比較的均一の組成物を有する
アクリル系オリゴマーの産生を助ける。（メタ）アクリレートを徐々に添加することによ
って、十分に低い分子量及び十分に高いアリルアルコール又はアルコキシル化アリルアル
コール含有量を有する、アクリル系オリゴマーの調製を可能にし得る。一般に、フリーラ
ジカル開始剤は、重合の経過中に徐々にリアクターに添加される。典型的に、フリーラジ
カル開始剤の添加率は、アクリレート又はメタクリレートモノマーの添加率に一致する。
【００３５】
　溶液重合は、典型的に、ヒドロキシアルキルメタクリレート含有オリゴマーと共に使用
される。米国特許第４，２７６，２１２号（Ｋｈａｎｎａら）、同第４，５１０，２８４
号（Ｇｅｍｐｅｌら）、及び同第４，５０１，８６８号（Ｂｏｕｂｏｕｌｉｓら）に教示
される重合は、一般に、溶剤の還流温度で行われる。溶剤は、約９０℃～約１８０℃の範
囲内に沸点を有し得る。好適な溶剤の例は、キシレン、ｎ－ブチルアセテート、メチルア
ミルケトン（ＭＡＫ）、及びプロピレングリコールメチルエーテルアセテート（ＰＭＡｃ
）である。溶剤をリアクターに投入し、還流温度に加熱した後、モノマー及び開始剤を徐
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々にリアクターに添加する。
【００３６】
　好適な液体アクリル系オリゴマーには、ｎ－ブチルアクリレート及びアリルモノプロポ
キシレート、ｎ－ブチルアクリレート及びアリルアルコール、ｎ－ブチルアクリレート及
びヒドロキシエチルアクリレート、ｎ－ブチルアクリレート－ヒドロキシプロピルアクリ
レート、２－エチルヘキシルアクリレート及びアリルプロポキシレート、２－エチルヘキ
シルアクリレート及びヒドロキシプロピルアクリレートのコポリマー、及び同様物、並び
にそれらの混合物が挙げられる。提供される光学アセンブリにおいて有用な例示的アクリ
ル系オリゴマーは、例えば、米国特許第６，２９４，６０７号（Ｇｕｏら）及び同第７，
４６５，４９３号（Ｌｕ）に開示され、アクリレート及びメタクリレートモノマー由来の
アクリル系オリゴマーは、ＪＯＮＣＲＹＬ（ＢＡＳＦ（Ｍｏｕｎｔ　Ｏｌｉｖｅ，ＮＪ）
から入手可能）及びＡＲＵＦＯＮ（Ｔｏａｇｏｓｅｉ　Ｃｏ．，Ｌｔｄ．Ｔｏｋｙｏ，Ｊ
ａｐａｎから入手可能）という商品名を有する。
【００３７】
　提供されるアクリル系オリゴマーを原位置で作製することも可能である。例えば、オン
ウェブ重合が使用される場合、モノマー組成物は、紫外線又は熱誘導反応によって予重合
されてよい。反応は、連鎖移動剤又は遅延剤のような分子量制御剤、例えば、スチレン、
α－メチルスチレン、α－メチルスチレン二量体の存在下で、又は重合材料の鎖長及び分
子量を制御するように行うことができる。制御剤が消費されると、反応は、より高い分子
量及び真に高い分子量ポリマー形成を伴って進行し得る。同様に、反応の第１工程の重合
条件は、オリゴマー化のみが起こるように選択することができ、その後の重合化条件の変
化によって高分子量ポリマーが産出される。例えば、高い光強度の下でＵＶ重合すること
によって、より低い鎖長成長をもたらすことができ、より低い光強度の下での重合は、よ
り高い分子量をもたらし得る。
【００３８】
　相溶性ブレンドは、１官能性（メタ）アクリレートモノマーを含む反応性希釈剤も含む
。反応性希釈剤は、複数のモノマー、例えば、２～５個の異なるモノマーを含んでよい。
これらのモノマーの例には、アルキル（メタ）アクリレートが挙げられ、アルキル基が直
鎖である場合、アルキル基は１～１２個の炭素を含有し、アルキル基が分枝状である場合
は最大３０個の炭素を含有する（例えば、Ｇｕｅｒｂｅｔ反応に由来するアクリレート、
又はβ－アルキル化二量体アルコール）。これらのアルキルアクリレートの例には、２－
エチルヘキシル（メタ）アクリレート、イソオクチル（メタ）アクリレート、イソノニル
（メタ）アクリレート、イソデシル（メタ）アクリレート、イソトリデシル（メタ）アク
リレート、２－オクチル（メタ）アクリレート、ｎ－ブチル（メタ）アクリレート、イソ
ブチル（メタ）アクリレート、及び同様物が挙げられる。他の（メタ）アクリレートには
、イソボルニル（メタ）アクリレート、イソボルニル（メタ）アクリレート、テトラヒド
ロフルフリル（メタ）アクリレート、テトラヒドロフルフリル（メタ）アクリレート、ア
ルコキシレート化テトラヒドロフルフリル（メタ）アクリレート、及びこれらの混合物が
挙げられる。例えば、反応性希釈剤は、テトラヒドロフルフリル（メタ）アクリレート及
びイソボルニル（メタ）アクリレートを含み得る。別の実施形態では、反応性希釈剤は、
アルコキシル化テトラヒドロフルフリル（メタ）アクリレート及びイソボルニル（メタ）
アクリレートを含み得る。
【００３９】
　広くは、反応性希釈剤は、接着剤層を形成するのに使用される他の成分、並びに接着剤
層の望ましい特性によって、任意の量で使用され得る。接着剤層は、接着剤層の総重量に
対して、約４０～約９０重量％、又は約４０～約６０重量％の反応性希釈剤を含み得る。
使用される具体的な反応性希釈剤、及び使用されるモノマーの量は、様々な要因による場
合がある。例えば、特定のモノマー及びその量は、接着剤組成物が約１００～約１０００
ｃｐｓの粘度を有する液体組成物であるように選択され得る。別の例の場合、特定のモノ
マー及びその量は、接着剤組成物が約１００～約１０００ｃｐｓの粘度を有する液体組成
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物であるように選択され得る。
【００４０】
　光反応によって接着剤層を形成する相溶性ブレンドは、アルキレンオキシド官能基を有
する１官能性（メタ）アクリレートモノマーを更に含み得る。アルキレンオキシド官能基
を有するこの１官能性（メタ）アクリレートモノマーは、複数のモノマーを含み得る。ア
ルキレン官能基は、エチレングリコール及びプロピレングリコールを含む。グリコール官
能基は単位から構成され、モノマーは、１～１０のアルキレンオキシド単位、１～８のア
ルキレンオキシド単位、又は４～６のアルキレンオキシド単位の範囲を有し得る。アルキ
レンオキシド官能基を有する１官能性（メタ）アクリレートモノマーは、Ｃｏｇｎｉｓ　
Ｌｔｄ．，Ｍｕｎｉｃｈ，ＧｅｒｍａｎｙからＢｉｓｏｍｅｒ　ＰＰＡ６として入手可能
なプロピレングリコールモノアクリレートを含み得る。このモノマーは、６つのプロピレ
ングリコール単位を有する。アルキレンオキシド官能基を有する１官能性（メタ）アクリ
レートモノマーは、Ｃｏｇｎｉｓ　ＬｔｄからＢＩＳＯＭＥＲ　ＭＰＥＧ３５０ＭＡとし
て入手可能なエチレングリコールモノメタクリレートを含み得る。このモノマーは平均で
７．５のエチレングリコール単位を有する。
【００４１】
　必要に応じて、相溶性光反応性ブレンドは、フリーラジカル共重合性の多官能性（メタ
）アクリレート又はビニル架橋剤を含んでもよい。これらの架橋剤の例には、１，４－ブ
タンジオールジ（メタ）アクリレート、１，６ヘキサンジオールジ（メタ）アクリレート
、ジエチレングリコールジ（メタ）アクリレート、テトラエチレングリコールジ（メタ）
アクリレート、トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレート、ジビニルベンゼン、
及び同様物が挙げられる。低分子量架橋剤は、典型的に、総光反応性ブレンドの１重量％
以下のレベルで使用される。より一般的に、総光反応性ブレンドの０．５重量％以下で使
用される。共重合架橋剤は、（メタ）アクリレート官能オリゴマーを含んでもよい。これ
らのオリゴマーは、多官能性ウレタン（メタ）アクリレートオリゴマー、多官能性ポリエ
ステル（メタ）アクリレートロゴマー、及び多官能性ポリエステル（メタ）アクリレート
オリゴマーのうちのいずれか１つ以上を含み得る。多官能（メタ）アクリレートオリゴマ
ーは、硬化中に重合に関与する少なくとも２つの（メタ）アクリレート基、例えば２～４
の（メタ）アクリレート基を含み得る。接着剤層は、約５～約６０重量％、又は約２０～
約４５重量％の１つ以上の多官能性（メタ）アクリレートオリゴマーを含み得る。使用さ
れる具体的な多官能（メタ）アクリレートオリゴマー、並びに使用される量は、様々な要
因による場合がある。例えば、特定のモノマー及び／又はその量は、接着剤組成物が約１
００～約１０００ｃｐｓの粘度を有する液体組成物であるように選択され得る。別の例の
場合、特定のモノマー及び／又はその量は、接着剤組成物が約１００～約１０００ｃｐｓ
の粘度を有する液体組成物であるように選択され得る。
【００４２】
　多官能（メタ）アクリレートオリゴマーは、硬化中に重合に関与する少なくとも２つの
（メタ）アクリレート基、例えば２～４の（メタ）アクリレート基を有する多官能ウレタ
ン（メタ）アクリレートオリゴマーを含み得る。概して、これらのオリゴマーは、ポリオ
ールと多官能性イソシアネートとの反応生成物を含み、その後、この反応はヒドロキシ－
官能性（メタ）アクリレートで停止する。例えば、多官能ウレタン（メタ）アクリレート
オリゴマーは、ジカルボン酸、例えばアジピン酸又はマレイン酸の凝縮、及び脂肪族ジオ
ール、例えばジエチレングリコール又は１，６－ヘキサンジオールから調製された脂肪族
ポリエステル又はポリエーテルポリオールから形成され得る。一実施形態では、ポリエス
テルポリオールは、アジピン酸及びジエチレングリコールを含む。多官能性イソシアネー
トは、メチレンジシクロヘキシルジイソシアネート、又は１，６－ヘキサメチレンジイソ
シアネートを含み得る。ヒドロキシ－官能化（メタ）アクリレートは、ヒドロキシアルキ
ル（メタ）アクリレート、例えば、２－ヒドロキシエチルアクリレート、２－ヒドロキシ
プロピル（メタ）アクリレート、又は４－ヒドロキシブチルアクリレートを含み得る。一
実施形態では、多官能性ウレタン（メタ）アクリレートオリゴマーは、ポリエステルジオ
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ール、メチレンジシクロヘキシルジイソシアネート、及びヒドロキシエチルアクリレート
の反応生成物を含む。
【００４３】
　有用な多官能ウレタン（メタ）アクリレートオリゴマーには、市販されている製品が挙
げられる。例えば、多官能性脂肪族ウレタン（メタ）アクリレートオリゴマーは、Ｓａｒ
ｔｏｍｅｒ，Ｃｏ．，Ｅｘｔｏｎ，ＰＡから入手可能なウレタンジアクリレートＣＮ９０
１８、ＣＮ３１０８、及びＣＮ３２１１、Ｒａｈｎ　ＵＳＡ　Ｃｏｒｐ．，Ａｕｒｏｒａ
　ＩＬから入手可能なＧｅｎｏｍｅｒ　４１８８／ＥＨＡ（Ｇｅｎｏｍｅｒ　４１８８の
２－エチルヘキシルアクリレートとのブレンド）、Ｇｅｎｏｍｅｒ　４１８８／Ｍ２２（
Ｇｅｎｏｍｅｒ　４１８８のＧｅｎｏｍｅｒ　１１２２モノマーとのブレンド）、Ｇｅｎ
ｏｍｅｒ　４２５６、及びＧｅｎｏｍｅｒ　４２６９／Ｍ２２（Ｇｅｎｏｍｅｒ　４２６
９とＧｅｎｏｍｅｒ　１１２２モノマーのブレンド）、及びＢｏｍａｒ　Ｓｐｅｃｉａｌ
ｔｉｅｓ　Ｃｏ．，Ｔｏｒｒｉｎｇｔｏｎ，ＣＴから入手可能なポリエーテルウレタンジ
アクリレートＢＲ－３０４２、ＢＲ－３６４１ＡＡ、ＢＲ－３７４１ＡＢ及びＢＲ－３４
４を含み得る。追加の例示的多官能性脂肪族ウレタンジ（メタ）アクリレートは、Ｕ－ｐ
ｉｃａ，Ｔｏｋｙｏ，Ｊａｐａｎから入手可能なＵ－ＰＩＣＡ　８９６７Ａ及びＵ－ＰＩ
ＣＡ　８９６６Ａウレタンジアクリレートを含む。
【００４４】
　多官能（メタ）アクリレートオリゴマーは多官能ポリエステル（メタ）アクリレートオ
リゴマーを含み得る。有用な多官能ポリエステルアクリレートオリゴマーには、市販され
ている製品が挙げられる。例えば、多官能性ポリエステルアクリレートは、Ｂｏｍａｒ　
Ｓｐｅｃｉａｌｔｉｅｓ　Ｃｏ．，Ｔｏｒｒｉｎｇｔｏｎ，ＣＴから入手可能ＢＥ－２１
１及びＳａｒｔｏｍｅｒ　Ｃｏ，Ｅｘｔｏｎ，ＰＡから入手可能ＣＮ２２５５を含み得る
。
【００４５】
　多官能性（メタ）アクリレートオリゴマーは、疎水性の多官能性ポリエーテル（メタ）
アクリレートオリゴマーを含み得る。有用な多官能ポリエーテルアクリレートオリゴマー
には、市販されている製品が挙げられる。例えば、多官能性ポリエーテルアクリレートオ
リゴマーは、Ｒａｈｎ　ＵＳＡ　Ｃｏｒｐ．，Ａｕｒｏｒａ，ＩＬから入手可能なＧｅｎ
ｏｍｅｒ　３４１４を含み得る。
【００４６】
　多官能性アクリレート又はビニル架橋剤を使用する代わりに、化学架橋剤、例えば、多
官能性イソシアネート、過酸化物、多官能性エポキシド、多官能性アジリジン、メラミン
、及び同様物を利用して、光反応ブレンドの硬化中に限られた架橋を導入することも可能
である。
【００４７】
　提供される光学ディスプレイアセンブリは、フリーラジカル生成光開始剤を含む、相溶
性ブレンドを含む。フリーラジカル生成光開始剤は、当業者に既知であり、２，２－ジメ
トキシ－２－フェニルアセトフェノンである、Ｃｉｂａ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ，Ｔａｒｒ
ｙｔｏｗｎ，ＮＹから入手可能なＩＲＧＡＣＵＲＥ　６５１などの開始剤が挙げられる。
Ｍｏｕｎｔ　Ｏｌｉｖｅ，ＮＪから入手可能な、２－ヒドロキシ－２－メチル－１－フェ
ニル－プロパン－１－オンであるＢＡＳＦ，ＤＡＲＯＣＵＲ　１１７３、又は５０％　Ｄ
ａｒｏｃｕｒ　１１７３と５０％　２，４，６－トリメチルベンゾイル－ジフェニル－ホ
スフィンオキシドのブレンドである、ＤＡＲＯＣＵＲ　４２６５も有用である。光開始剤
には、有機過酸化物、アゾ化合物、キニーネ、ニトロ化合物、アシルハロゲン化物、ヒド
ラゾン、メルカプト化合物、ピリリウム化合物、イミダゾール、クロロトリアジン、ベン
ゾイン、ベンゾインアルキルエーテル、ケトン、フェノン、及び同様物も挙げられる。例
えば、接着剤組成物は、ＢＡＳＦ　Ｃｏｒｐ．からＬＵＣＩＲＩＮ　ＴＰＯ－Ｌとして入
手可能なエチル－２，４，６－トリメチルベンゾイルフェニルホスフィネート、又はＢＡ
ＳＦからＩＲＧＡＣＵＲＥ　１８４として入手可能な１－ヒドロキシシクロヘキシルフェ
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ニルケトンを含み得る。光開始剤は、多くの場合、重合可能な組成物（相溶性ブレンド）
中１００部のアクリル系オリゴマー及び（メタ）アクリレートモノマーに基づいて、約０
．１部～約１０部又は約０．１部～１部の濃度で使用される。
【００４８】
　接着剤層は、粘着付与剤を含み得る。粘着付与剤は周知であり、接着剤の粘着又は他の
特性を増加させるのに使用される。多くの異なるタイプの粘着付与剤が存在するが、殆ど
の粘着付与剤も、ウッドロジン、ガムロジン、又はトール油ロジン由来のロジン樹脂；石
油系の原料から作製される炭化水素；又はウッド若しくは特定の果物由来のテルペン原料
由来のテルペン樹脂として、分類することができる。接着剤層は、例えば０．０１～約２
０重量％、０．０１～約１５重量％、又は０．０１～約１０重量％の粘着付与剤を含み得
る。接着剤層は、実質的に粘着付与剤を含まない場合があり、すべて接着剤層の総重量に
対して、例えば、０．０１～約５重量％、又は約０．０１～約０．５重量％の粘着付与剤
を含む。接着剤層は、完全に粘着付与剤を含まなくてもよい。
【００４９】
　広くは、接着剤層は、層の特定の厚さを「設定する」ために、スペーサービーズを含ん
でもよい。スペーサービーズはセラミック、ガラス、シリケート、ポリマー、又はプラス
チックを含み得る。スペーサービーズは一般的に球状であり、約１μｍ～約５ｍｍ、約５
０μｍ～約１ｍｍ、又は約５０μｍ～約０．２ｍｍの直径を有する。一般に、ビーズは無
色であってよく、屈折率は、それらが硬化組成物の光学と干渉しないように、硬化接着剤
層に一致する。
【００５０】
　一般に、接着剤層は、例えば、接着剤層の屈折率を修正するために、非光吸収性金属酸
化物粒子を含んでもよい。実質的に透明である非光吸収性金属酸化物粒子が使用されても
よい。例えば、接着剤層中の非光吸収性金属酸化物粒子の厚さ１ｍｍのディスクは、ディ
スクに入射する光の約１５％未満を吸収し得る。非吸収性金属酸化物粒子の例には、Ａｌ

２Ｏ３、ＺｒＯ２、ＴｉＯ２、Ｖ２Ｏ５、ＺｎＯ、ＳｎＯ２、ＺｎＳ、ＳｉＯ２、及びこ
れらの混合物、並びに他の十分に透明な非酸化物セラミック材料が挙げられる。金属酸化
物粒子は、表面処理されて接着剤層内及びそれから層がコーティングされる組成物の分配
性を改善してもよい。表面処理化学物質の例としては、シラン、シロキサン、カルボン酸
、ホスホン酸、ジルコン酸塩、チタン酸塩などが挙げられる。こうした表面処理化学物質
を適用する技術は既知である。
【００５１】
　非光吸収性金属酸化物粒子は、所望の効果に生じさせるのに必要とされる量で、例えば
、接着剤層の総重量に基づいて、約１０～約８５重量％、又は約４０～約８５重量％の量
で使用されてもよい。非光吸収性金属酸化物粒子は、望ましくない色、曇り、又は透過率
特性を付け足さない範囲まででのみ加えることができる。一般的に、粒子は約１ｎｍ～約
１００ｎｍの平均粒径を有することができる。
【００５２】
　液体組成物及び接着剤層は、１つ以上の添加剤、例えば、連鎖移動剤、抗酸化剤、安定
剤、難燃剤、粘度修正剤、抗発泡剤、帯電防止剤、湿潤剤、着色剤（染料及び色素、蛍光
染料及び色素、又はリン光性染料及び色素など）を任意に含むことができる。
【００５３】
　上記のように、接着剤層は接着組成物又は液体組成物を硬化することによって形成され
る。任意の形態の電磁放射線が使用されてもよく、例えば液体組成物は、紫外線照射又は
可視光線を使用して硬化されてもよい。電子ビーム照射もまた使用されてもよい。上記の
液体組成物は、化学線、すなわち光化学反応活性の生成につながる放射線を使用して硬化
されると言われる。例えば、化学線は約２５０～約７００ｎｍの放射線を含み得る。化学
線源の源には、タングステンハロゲンランプ、キセノン及び水銀アークランプ、白熱灯、
殺菌灯、蛍光ランプ、レーザ、及び発光ダイオードが挙げられる。紫外線は、Ｆｕｓｉｏ
ｎ　ＵＶ　Ｓｙｓｔｅｍｓから入手可能なもののように、高い密度で連続する放射システ



(17) JP 2013-542455 A 2013.11.21

10

20

30

40

50

ムを使用して供給することができる。必要に応じて、化学線を使用する硬化は、熱で補助
され得る。紫外線又は可視光線により誘導される硬化の代替として、熱硬化機構が使用さ
れてもよい。熱硬化に対して、熱活性開始剤、例えば、過酸化物又はアゾ化合物を使用し
て、当業者には既知であるように、組成物中の光活性開始剤の代用とすることができる。
【００５４】
　いくつかの実施形態では、化学線は、組成物が部分的に重合されるように、液体組成物
の層に適用され得る。液体組成物は、ディスプレイパネルと実質的に透明な基材との間に
配置されて、次いで部分的に重合されてもよい。液体組成物は、ディスプレイパネル又は
実質的に透明な基材上に配置されて、部分的に重合されてもよく、次いでディスプレイパ
ネル及び基材の他方は部分的に重合された層の上に配置されてもよい。
【００５５】
　いくつかの実施形態では、化学線は、組成物が完全に、又はほぼ完全に重合されるよう
に、液体組成物の層に適用され得る。液体組成物は、ディスプレイパネルと実質的に透明
な基材との間に配置され、次いで完全に、又はほぼ完全に重合されてもよい。液体組成物
は、ディスプレイパネル又は実質的に透明な基材上に配置されて、完全に又はほぼ完全に
重合され、次いでもう一方のディスプレイパネル及び基材は部分的に重合された層の上に
配置されてもよい。
【００５６】
　アセンブリプロセスにおいて、実質的に均一な液体組成物の層を有することが一般的に
望ましい。２つの構成要素を所定の位置に確実に保持する。必要に応じて、アセンブリの
上面全体にわたって均一な圧力を加えてよい。必要に応じて、ガスケット、支持棒、シム
及び／又はスペーサーを使用して、部品を互いに対して一定の距離に保持することにより
、層の厚さを調整してもよい。あふれ出たものから部品を保護するために、マスキングが
必要とされることがある。吸引装置又は他の手段により、封入された空気の空洞を防止す
るか、又はなくすことができる。照射を次いで適用し、接着剤層を形成してもよい。
【００５７】
　光学アセンブリは、２つの構成要素間にエアギャップ又はセルを作製し、次いで液体組
成物をセル内に配置することによって調製され得る。この方法の例は、米国特許第６，３
６１，３８９号（Ｈｏｇｕｅら）に記載されており、周囲に沿ったシールがエアギャップ
又はセルを形成するように、部品同士を周縁部で接着することを含む。接着は、上記のと
おり接着剤が再加工性を阻害しない限り、任意のタイプの接着剤、例えば両面感圧接着剤
テープなどの接着テープ、ガスケット、ＲＴＶシール等を使用して実施され得る。次いで
、液体組成物は周辺部の縁部における開口部を通じてセル内に注がれる。あるいは、液体
組成物はおそらく注射器など加圧された注入手段を使用して注入される。セルが充填され
たときに、空気を逃がすことができるようにするために、別の開口が必要である。吸引装
置などの排出手段を使用して、そのプロセスを容易にすることができる。上記のとおり化
学線を適用して接着剤層を形成することができる。
【００５８】
　米国特許第５，８６７，２４１号（Ｓａｍｐｉｃａら）に記載されるようなアセンブリ
取り付け具を使用して、光学アセンブリを調製することができる。この方法では、平板を
含み、その平板の中にピンを圧入した取り付け具が提供される。ピンは、ディスプレイパ
ネルとディスプレイパネルに取り付けられる部品との寸法に合致するピン領域を形成する
ように、所定の形状で配置される。ピンは、ディスプレイパネル及び他の部品がピン領域
に降ろされたときに、ディスプレイパネル及び他の部品の４つの各隅部が、ピンによって
所定の位置に保持されるように構成される。取り付け具は、位置合わせ精度を適切に調整
して、光学アセンブリの構成要素の組み立て及び位置合わせを補助する。このアセンブリ
方法の更なる実施形態はＳａｍｐｉｃａらに記載されている。米国特許第６，３８８，７
２４号（Ｃａｍｐｂｅｌｌら）は、支持棒、シム、及び／又はスペーサーを使用して、構
成要素を互いに対して一定の距離で保持する方法を記載している。本明細書に開示した光
学アセンブリは、典型的には層の形態の更なる部品を含むことができる。例えば、酸化イ
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ンジウムスズ又は他の適切な材料の層を含む加熱源を構成要素の１つの上に配置すること
ができる。追加の構成要素は、例えば、米国特許公開第２００８／０００７６７５号（Ｓ
ａｎｅｌｌｅら）に記載されている。
【００５９】
　ディスプレイパネルと実質的に透明な基材との間に相溶性ブレンドを配置して、ディス
プレイ基材の間のエアキャップを充填する代わりに、硬化接着剤層を含む転写テープを使
用して、光学アセンブリが作製され得る。このプロセスにおいて、本発明の液体接着剤組
成物は、少なくとも１つが硬化放射線波長に対して透明である、２つのシリコーン化剥離
ライナーの間に適用され、次いで光学アセンブリは光に暴露されて、製剤を重合又は硬化
させる。典型的に、液体接着剤組成物は、実質的に完全に硬化される。ここで得られる接
着剤組成物は、２つの剥離ライナーの間に位置付けられた、粘着性の完全に重合化された
、光学的に透明な接着剤シート、いわゆる転写テープである。典型的なアセンブリプロセ
スにおいて、転写テープの剥離ライナーの１つをはがすことができ、ローラーにより適用
される圧力を使用して、ディスプレイアセンブリの第１の基材に接着剤が適用され得る。
次いで、２つ目の剥離ライナーをはがして、第２の基材への積層を完了させることができ
る。第１の基材が可撓性である場合、第２の可撓性又は剛性基材への積層は、単純なロー
ラー積層によって行うことができる。第１及び第２の基材の両方が剛性である場合は、依
然としてローラー積層を使用できるが、光学的に透明な接着剤シートと基材の１つ又は両
方の間に気泡が捕捉され得る。気泡捕捉のリスクを最小限にするために、ディスプレイア
センブリ産業は、一般に真空積層プロセスも使用している。このプロセスにおいて、光学
的に透明な接着剤シートで被覆された第１の基材は、保持プレート上に位置付けられるが
、第２の基材は、第２の保持プレート上に位置付けられる。すべての構成要素は、第１工
程の間は真空槽の内部に常駐し、上部及び下部プレートは、物理的に分離されて、第１の
基材に適用された粘着性の接着剤シートが、第２の基材と物理的に接触しないが、なおも
完璧に整列されるようにする。第２の工程において、真空を適用して槽から、したがって
、ここで積層されるディスプレイ基材の間から、すべての空気を排除する。最低真空圧が
達成されると、上部及び下部保持プレートを一緒に合わせて、プレート及びディスプレイ
アセンブリ構成要素に圧力を適用して、最終積層体を作製する。最後に、保持プレート間
の圧力及び真空を解放して、ここで組み立てられたディスプレイパネルへのアクセスを提
供する。必要に応じて、組み立てられたディスプレイパネルをオートクレーブ工程に送っ
てもよく、熱及び圧力の両方を適用して、ディスプレイの結合強度を向上させ、捕捉され
る任意の残留気泡を排除する。
【００６０】
　光学アセンブリに使用される実質的に透明な基材は、様々なタイプの材料を含み得る。
実質的に透明な基材は、光学用途に適しており、典型的に４６０～７２０ｎｍの範囲にわ
たって少なくとも８５％の透過率を有する。実質的に透明な基材は、厚さ１ミリメートル
当たり、４６０ｎｍで約８５％より大きい透過率、５３０ｎｍで約９０％より大きい透過
率、及び６７０ｎｍで約９０％より大きい透過率を有することができる。
【００６１】
　提供される光学アセンブリは、限定するものではないが、電話、テレビ、コンピュータ
モニター、ナビゲーションシステム、プロジェクター、又はアクティブサインを含む、多
様な光学デバイスにおいて使用され得る。光学デバイスは、バックライトを含んでもよい
。
【００６２】
　本発明の目的及び利点は、以下の実施例によって更に例示されるが、これらの実施例に
おいて列挙された特定の材料及びその量は、他の諸条件及び詳細と同様に本発明を過度に
制限するものと解釈されるべきではない。
【実施例】
【００６３】
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【表１】

【００６４】
　光学的に透明な液体接着剤（ＬＯＣＡ）の調製
　実施例１～２及び比較実施例Ｃ１～Ｃ４
　表２のＬＯＣＡは、実施例１及び２、並びに比較例Ｃ１及びＣ２に従って調製した。所
与の組成物に関して、ＬＯＣＡ組成物は、黒い混合容器、ＦｌａｃｋＴｅｋ　Ｉｎｃ．，
Ｌａｎｄｒｕｍ，Ｓｏｕｔｈ　ＣａｒｏｌｉｎａからのＭａｘ　２００（約１００ｃｍ３

）に充填され、ＦｌａｃｋＴｅｋ　Ｉｎｃ．からのＨａｕｓｃｈｉｌｄ　Ｓｐｅｅｄｍｉ
ｘｅｒ　ＤＡＣ　６００　ＦＶを使用して、２２００ｒｐｍで４分間回転させながら、混
合した。
【００６５】
　実施例１の組成物は、５ミル（０．１３ｍｍ）シリコーンコーティングされたＰＥＴ剥
離ライナーの間に３００ミクロンの厚さでコーティングし、９Ｊ／ｃｍ２の全エネルギー
で融合Ｈバルブ下を２１回通過させることにより硬化した。剥離ライナーをはがし、２．
３５ｇの効果組成物及び７．６５ｇのメチルエチルケトン溶剤をガラスバイアル瓶に入れ
た。硬化組成物は、断続的な振盪によって４５分以内に完全に溶解した。結果は、硬化組
成物が架橋されなかったこと、及びアクリル系オリゴマーが、いかなる反応にも関与せず
、結果として硬化組成物の架橋を生じたことを示す。
【００６６】
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【表２】

【００６７】
　感圧接着剤（ＰＳＡ）の調製
　実施例３～４及び比較例Ｃ５
　表３のＰＳＡは、実施例３～４、及び比較実施例Ｃ５に従って調製した。各実施例及び
比較実施例の場合、モノマープレミックスは、２ＥＨＡ、ＩＢＯＡ、ＨＥＡ、及びＤａｒ
ｏｃｕｒ　１１７３から調製した。この混合物を、窒素リッチ雰囲気下にて紫外線に暴露
することで、部分的に重合させて、約１０００ｃｐｓの粘度を有するシロップを得た。紫
外線への暴露後、次いで表３に示される各実施例及び比較例の残留成分を部分的に重合さ
れたプレミックスに混合した。次いで最終組成物を、２つのシリコーン処理したポリエチ
レンテレフタレート（ＰＥＴ）剥離ライナーの間に１７５ミル（４．４５ｍｍ）の厚さで
ナイフコーティングした。次に、得られた複合材料を、３００～４００ｎｍで最大３５１
ｎｍのスペクトル出力を有する紫外線（２，０００ｍＪ／ｃｍ２の全エネルギー）に暴露
した。
【００６８】

【表３】

【００６９】
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　試験方法
　光学特性測定
　光学特性（透過率、曇り、及び色）は、Ｕｌｔｒａｓｃａｎ　ＰＲＯ分光光度計（Ｈｕ
ｎｔｅｒ　Ａｓｓｏｃｉａｔｅｓ　Ｌａｂｏｒａｔｏｒｙ，Ｉｎｃ．，Ｒｅｓｔｏｎ，Ｖ
Ａ）を使用し、標準技法を用いて測定した。光学特性測定のための接着剤試料は、次のと
おり調製した。ＬＯＣＡを２”（５．１ｃｍ）×３”（７．６ｃｍ）プラークの様々な結
合基材（ガラス、ＰＭＭＡ、ＰＣ、及びＰＥＴ）の間に配置した。厚さ１０ミル（０．２
５４ｍｍ）、幅約３／１６インチ（０．５ｃｍ）の接着剤テープを、下部基材の端部の周
囲に配置して、１０ミル（０．２５４ｍｍ）厚のギャップを形成した。ＬＯＣＡをギャッ
プに配置し、上部基材をＬＯＣＡの上に配置して、約１０ミル（０．２５４ｍｍ）厚のＬ
ＯＣＡ層を形成した。総ＵＶＡ用量３０００ｍＪ／ｃｍ２のＵＶライトシステム、すべて
Ｆｕｓｉｏｎ　ＵＶ　Ｓｙｓｔｅｍｓ，Ｉｎｃ，Ｇａｉｔｈｅｒｓｂｕｒｇ，ＭＤからの
Ｈ型バルブを備えているモデルＦ３００Ｓ、及びモデルＬＣ－６コンベヤーシステムをそ
れぞれ通過することによって、試料を紫外線に暴露させて、試料を硬化した。ＰＳＡ試料
の場合、ライナーをはがし、試料を清潔な顕微鏡スライドに積層した。
【００７０】
　流動学的測定
　ＴＡ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ，Ｎｅｗ　Ｃａｓｔｌｅ，ＤＥからの４０ｍｍの１°ス
テンレス鋼錐体及びプレートを備える、ＡＲ２０００レオメーターを使用することによっ
て、粘度測定を行った。粘度は、２５℃において錐体とプレートとの間に２８μｍのギャ
ップを備えて、１秒－１の頻度で、安定した状態の流量手順を用いて測定された。粘度は
、１秒－１及び２５℃で報告される。チクソ性指数は、０．１秒－１及び１秒－１におけ
る粘度の比として報告される。
【００７１】
　動的機械分析（ＤＭＡ）測定
　ＤＭＡ測定は、ＴＡ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ，Ｎｅｗ　Ｃａｓｔｌｅ，ＤＥから入手
可能なＡｒｅｓ　Ｇ２レオメーター上で、平行平板構造、８ｍｍ径プレートを使用して行
った。試験材料の硬化フィルム（シリコーンコーティングされたＰＥＴ剥離ライナーの間
に硬化された）から試料をダイカットした。最初に１つのライナーをはがして試験材料を
８ｍｍプレートに適用した後、第２のライナーをはがすことによって、最小高０．５ｍｍ
まで試料を積層した。後次の層を、既に８ｍｍプレート上に存在する層の上に積層した。
上部８ｍｍプレートを試験下の材料の最終積層体の上まで下げて、２０ｇの垂直力を適用
し、自動張力で維持した。試験は、１Ｈｚの動的振動モードで実行した。自動歪みを使用
して、最小トルク５００μ／ｃｍ２～最大２０％の歪みを維持した（歪みは、試料の線形
歪みレジメン内で維持した）。温度は、ＬＯＣＡ接着剤の場合、３℃／分の速度で低設定
（－４０℃）～高設定（７５℃）に傾斜し、ＰＳＡ接着剤の場合は、３℃／分の速度で－
２０℃～１００℃に傾斜した。
【００７２】
　収縮測定
　体積収縮率はＭｉｃｒｏｍｅｒｉｔｉｃｓ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔ　Ｃｏｒｐｏｒａｔ
ｉｏｎ，Ｎｏｒｃｒｏｓｓ，ＧＡからのＡｃｃｕｐｙｃ　ＩＩ　１３４０ピクノメーター
を使用して測定された。未硬化のＬＯＣＡサンプルの既知の質量が、ピコメーターの銀の
バイアル瓶内に配置された。バイアル瓶はピコメーター内に配置され、サンプルの質量が
測定され、ＬＯＣＡの密度はサンプルの体積及び質量に基づいて測定された。サンプルの
質量は約３．５グラムだった。硬化したＬＯＣＡの密度は、未硬化のもののサンプル工程
に従って測定された。硬化したＬＯＣＡ試料は、次のとおり成形型で調製された。成形型
は、３つの構成要素（ガラス基部、ＰＥＴ剥離ライナー、及び空洞を有するポリテトラフ
ルオロエチレンプレート）を備える。空洞サイズは、厚さ３．２７ｍｍ×直径１３．０７
ｍｍであった。成形型の３つの構成要素、ガラス基部、剥離ライナー及びポリテトラフル
オロエチレンプレートは、ＬＯＣＡを充填する前に一緒にクランプされた。充填された成
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形型は、ＵＶライトシステム、すべてＦｕｓｉｏｎ　ＵＶ　Ｓｙｓｔｅｍｓ，Ｉｎｃ，Ｇ
ａｉｔｈｅｒｓｂｕｒｇ，ＭａｒｙｌａｎｄからのタイプＨバルブを備えているモデルＦ
３００Ｓ、及びモデルＬＣ－６コンベヤーシステムをそれぞれ通過することによって紫外
線に暴露された。成形型は、４”／秒（１０ｃｍ／秒）の速度で５回、システムを通過さ
せた。成形型は次いで反転され、４”／秒（１０ｃｍ／秒）の速度において、更に５回ラ
イトシステムを通過させ、ガラスプレートを通じて部分的に硬化させたＬＯＣＡを暴露し
て、確実にＬＯＣＡを完全に硬化させた。受容した各面の合計ＵＶＡエネルギーは、ＥＩ
Ｔ，Ｉｎｃ．Ｓｔｅｒｌｉｎｇ，Ｖｉｒｇｉｎｉａから入手可能なＵＶ　Ｐｏｗｅｒ　Ｐ
ｕｃｋ　ＩＩによって測定されたとき、約２，５００ｍＪ／ｃｍ２だった。体積縮小は次
いで、以下の方程式から計算された：
　｛［（１／平均液体密度）－（１／平均硬化密度）］／（１／平均液体密度）｝×１０
０％
【００７３】
　接着力測定
　接着力測定は、修正されたＡＳＴＭ　Ｄ　１０６２－０２引張試験方法を使用して行っ
た。１ｉｎ２（６．４ｃｍ２）の重複領域を有する、標準１”（２．５ｃｍ）×３”（７
．６ｃｍ）ガラス顕微鏡スライドの間にＬＯＣＡを配置した。厚さ１０ミル（０．２５４
ｍｍ）の接着剤テープをガラススライドの間のスペーサーとして使用することによって、
１０ミル（０．２５４ｍｍ）の接着剤厚さを得た。ＬＯＣＡは、１０秒間（約３０００ｍ
Ｊ／ｃｍ２ＵＶＡエネルギー）、ＥＸＦＯ　Ｐｈｏｔｏｎｉｃ　Ｓｏｌｕｔｉｏｎｓ，Ｉ
ｎｃ．，Ｍｉｓｓｉｓｓａｕｇａ，Ｏｎｔａｒｉｏから入手可能な高圧２００ワット水源
蒸発ＵＶランプを有するＯｍｎｉｃｕｒｅ　Ｓ２０００　ＵＶ／可視スポット硬化システ
ムを使用して硬化した。引張力は、ＭＴＳ　Ｉｎｓｉｇｈｔ　３０　ＥＬ電気機械試験シ
ステム（ＭＴＳ　Ｓｙｓｔｅｍｓ　Ｃｏｒｐ．，Ｅｄｅｎ　Ｐｒａｉｒｉｅ，ＭＮ）を使
用して、２インチ／分（５ｃｍ／分）、７２°Ｆ（２２．２℃）で測定した。結果は、最
大剥離力（Ｎ／ｃｍ２）及び全エネルギー（ｋｇ－ｍｍ）として報告される。不具合モー
ドは接着剤又は凝集のいずれかとして報告される。
【００７４】
　インク濡れ能力
　この試験は、表３に示される完全に硬化したＰＳＡ試料について行い、接着剤がインク
を濡らす能力、及び大型のインクステップにおいて変形された後の新しい気泡の形成に耐
える能力を測定する。ＰＳＡ試料を単純矩形（１９ｃｍ×１２ｃｍ）ガラスパネルと矩形
（１９ｃｍ×１２ｃｍ）ガラスパネルとの間に、黒色インク（高さ５０μｍ×幅０．６ｃ
ｍ）と共に、真空ラミネーター（１３Ｎ／ｃｍ２の圧力で１５秒、３０Ｐａ真空）を使用
して、４つの端部に沿って積層した。次に積層体をオートクレーブし（４０℃、０．４Ｍ
Ｐａの圧力で３０分）、続いてインク端部付近の接着剤中に形成する、ディスプレイの可
視領域と干渉し得る気泡について検査した。記号は以下を意味する：Ｏは、インク周囲に
最小限の気泡（＜５）が存在することを意味するし、Δは、インク周囲に数個の気泡（＜
１０）が存在することを意味し、Ｘは、インク周囲に相当数の気泡（＞１０）が存在する
ことを意味する。
【００７５】
　実施例１及び２、並びに比較例Ｃ１～Ｃ４についてのガラスへの接着、収縮、及び弾性
率データは、表４に示されるが、実施例１及び比較例Ｃ１のＤＭＡデータは、図１に示さ
れる。
【００７６】
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【表４】

【００７７】
　光学的に透明な接着剤からの応力は、ディスプレイの耐久性において重要な役割を果た
す。ディスプレイ構成及び信頼性試験の異なる段階で接着剤によって誘導される応力は、
以下のように要約され得る。
【数１】

　ディスプレイ結合において、接着剤が液体形態（ＬＯＣＡ）で適用されるとき、ＵＶ硬
化中の収縮は、ディスプレイの性能において重要な役割を果たす。非硬化状態から硬化状
態への接着剤容積の急激な減少は、ＬＣＤの歪みを引き起こす可能性があり、結果として
一様でないスクリーン画像の均一性をもたらす。また異なる種類の信頼性試験の間に、追
加の応力が生成され、ＬＣＤの歪みを増加させて、不均一な光学性能（Ｍｕｒａ）、１つ
又は両方の結合基材からの接着剤の剥離、及び／又は気泡／空隙形成をもたらし得る。
【００７８】
　より低い収縮は、より低い弾性率を伴い、熱拡張は結合基材と一致し、高い接着力は良
好なディスプレイ結合に理想的である。しかしながら、これらの特性のすべてを提供する
接着剤を開発することは困難である。提供される光学アセンブリは、高い接着力と引張特
性を保持したまま、低応力特性の最適な組み合わせを提供する、接着剤成分を含む。
【００７９】
　実施例Ｃ２～Ｃ４において評価された可塑剤等の添加剤は、接着剤成分の残りと適合せ
ず、硬化後の曇り外観をもたらした。大豆油（Ｃ１）及びアクリル系オリゴマー（実施例
１及び実施例２）の両方は、硬化後に透明なフィルムを生じ、他の接着剤成分との良好な
適合性を示したが、大豆油（Ｃ１）は、アクリル系オリゴマーを含有する例（実施例１及
び実施例２）と比較して、接着力の値が著しく低減する。つまり、アクリル系オリゴマー
を含有する接着剤組成物（実施例１及び実施例２）は、均衡した低応力（低い弾性率と低
い収縮の組み合わせに起因する）及び耐久性のあるディスプレイに要求される良好な接着
特性を提供する。
【００８０】
　実施例３、４及び比較例５のＤＭＡデータは、図２に示される。ＤＭＡ測定は、特に約
２５℃を超える温度で、比較例Ｃ５と比較して、実施例３及び４において高いタンδ値（
＞０．４）を示す。より高いタンδ値は、より良い接着剤流量（インク濡れに好ましい）
及びより良い応力緩和を有する接着剤の特徴である。実施例は、高いタンδ値及び向上し
たインク濡れを有する接着剤が、アクリル系オリゴマーを接着剤に組み込むことによって
得られることを示す。
【００８１】
　本発明の範囲及び趣旨から逸脱しない本発明の様々な変更や改変は、当業者には明らか
となるであろう。本発明は、本明細書で述べる例示的な実施形態及び実施例によって不当
に限定されるものではないこと、また、こうした実施例及び実施形態は、本明細書におい
て以下に記述する特許請求の範囲によってのみ限定されると意図する本発明の範囲に関す
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る例示のためにのみ提示されることを理解すべきである。本開示に引用される参照文献は
すべて、その全体を本明細書に援用するものである。
【００８２】
　以下は、応力緩和光学接着剤を含む、提供される光学アセンブリ及びそれを作製する方
法の例示的実施形態である。
【００８３】
　実施形態１は、ディスプレイパネルと、実質的に透明な基材と、ディスプレイパネルと
実質的に透明な基材との間に配置された接着剤層と、を備える、光学アセンブリであり、
接着剤層は、アクリル系オリゴマー、１官能性（メタ）アクリレートモノマーを含む反応
性希釈剤、及びフリーラジカル生成開始剤を含む、相溶性ブレンドの反応生成物を含み、
アクリル系オリゴマーは、（メタ）アクリレートモノマー由来のアクリル系オリゴマーを
含む。
【００８４】
　実施形態２は、相溶性ブレンドの反応生成物が、光反応生成物を含む、実施形態１に記
載の光学ディスプレイアセンブリである。
【００８５】
　実施形態３は、フリーラジカル生成開始剤が、光開始剤を含む、実施形態１に記載の光
学ディスプレイアセンブリである。
【００８６】
　実施形態４は、相溶性ブレンドが、ａ）約６０部～約５部の１つ以上のアクリル系オリ
ゴマーの混合物と、ｂ）約４０部～約９５部の１つ以上の１官能性（メタ）アクリレート
モノマーの混合物と、ｃ）１００部の成分ａ）及びｂ）に基づいて、約０．０１部～約１
．０部の１つ以上のフリーラジカル生成開始剤と、を含む、実施形態１に記載の光学ディ
スプレイアセンブリである。
【００８７】
　実施形態５は、多官能性アクリレート又はビニル架橋剤を更に含む、実施形態１に記載
の光学アセンブリである。
【００８８】
　実施形態６は、粘着付与剤を更に含む、実施形態１に記載の光学アセンブリ。
【００８９】
　実施形態７は、接着剤層が、可塑剤、充填剤、接着促進剤、安定剤、顔料、又はそれら
の組み合わせを更に含む、実施形態１に記載の光学アセンブリである。
【００９０】
　実施形態８は、１つ以上のアクリル系オリゴマーの混合物が、アクリル系ポリオールを
含む、実施形態４に記載の光学アセンブリである。
【００９１】
　実施形態９は、１つ以上の（メタ）アクリレートモノマーの混合物が、少なくとも１つ
のアルキル（メタ）アクリレートエステルを含む、実施形態４に記載の光学アセンブリで
ある。
【００９２】
　実施形態１０は、少なくとも１つのアルキル（メタ）アクリレートエステルが、２－エ
チルヘキシル（メタ）アクリレート、イソオクチル（メタ）アクリレート、イソボルニル
（メタ）アクリレート、ブチル（メタ）アクリレート、メチル（メタ）アクリレート、ラ
ウリルアクリレート、２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート、及びそれらの組み合
わせから選択される、実施形態９に記載の光学アセンブリである。
【００９３】
　実施形態１１は、ディスプレイパネルが、液晶ディスプレイ、プラズマディスプレイ、
発光ダイオード（ＬＥＤ）ディスプレイ、電気泳動ディスプレイ、及び陰極線管ディスプ
レイから選択される、実施形態１に記載の光学アセンブリである。
【００９４】
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　実施形態１２は、ディスプレイパネルがタッチセンサー式である、実施形態１１に記載
の光学アセンブリである。
【００９５】
　実施形態１３は、実質的に透明な基材が、反射器、偏光器、鏡、防眩若しくは反射防止
フィルム、飛散防止フィルム、拡散体、又は電磁干渉フィルタから選択される、実施形態
１に記載の光学アセンブリである。
【００９６】
　実施形態１４は、１つ以上のアクリル系オリゴマーが、１０００を超えるが、もつれ分
子量Ｍｅを超えない重量平均分子量を有する、実施形態４に記載の光学アセンブリである
。
【００９７】
　実施形態１５は、接着剤組成物が、光開始剤によって少なくとも部分的に吸収される波
長の化学線に暴露することによって硬化されており、アクリル系オリゴマーが、硬化した
組成物に実質的に架橋されない、実施形態３に記載の光学アセンブリである。
【００９８】
　実施形態１６は、ディスプレイパネル及び実質的に透明な基材を提供する工程と、光反
応性接着剤成分の相溶性ブレンドをディスプレイパネル上に配置する工程と、基材を接着
剤成分と接触させてディスプレイパネル、接着剤成分、及び基材からなる光学的に透明な
積層体を形成する工程と、光学アセンブリを開始剤によって少なくとも部分的に吸収され
るエネルギーに暴露する工程と、を含んでなる、光学アセンブリを作製する方法であり、
相溶性ブレンドは、アクリル系オリゴマー、１官能性（メタ）アクリレートモノマーを含
む反応性希釈剤、及びフリーラジカル生成開始剤を含み、アクリル系オリゴマーは、アク
リレートモノマー及びメタアクリレートモノマー由来のアクリル系オリゴマーを実質的に
含む。
【００９９】
　実施形態１７は、開始剤が光開始剤を含み、エネルギーが化学線を含む、実施形態１６
に記載の光学アセンブリを作製する方法である。
【０１００】
　実施形態１８は、相溶性ブレンドが、ａ）約６０部～約５部の１つ以上のアクリル系オ
リゴマーの混合物と、ｂ）約４０部～約９５部の１つ以上の１官能性（メタ）アクリレー
トモノマーの混合物と、ｃ）１００部の成分ａ）及びｂ）に基づいて、約０．０１部～約
１．０部の１つ以上のフリーラジカル生成開始剤と、を含む、実施形態１６に記載の光学
ディスプレイアセンブリである。
【０１０１】
　実施形態１９は、多官能性アクリレート又はビニル架橋剤を更に含む、実施形態１６に
記載の光学アセンブリを作製する方法である。
【０１０２】
　実施形態２０は、ディスプレイパネルが、液晶ディスプレイ、発光ダイオード（ＬＥＤ
）ディスプレイ、電気泳動ディスプレイ、及び陰極線管ディスプレイから選択される、実
施形態１６に記載の光学アセンブリを作製する方法である。
【０１０３】
　実施形態２１は、実質的に透明な基材が、タッチセンサー式である、実施形態２０に記
載の光学アセンブリを作製する方法である。
【０１０４】
　実施形態２２は、実質的に透明な基材が、反射器、偏光器、鏡、防眩若しくは反射防止
フィルム、飛散防止フィルム、拡散体、又は電磁干渉フィルタから選択される、実施形態
１６に記載の光学アセンブリを作製する方法である。
【０１０５】
　実施形態２３は、ディスプレイパネル及び実質的に透明な基材を提供する工程と、実質
的に透明な基材とディスプレイパネルとの間の硬化した接着剤層を積層する肯定と、を備
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能性（メタ）アクリレートモノマーを含む反応性希釈剤、及びフリーラジカル生成開始剤
を含む、相溶性ブレンドの反応生成物を含み、アクリル系オリゴマーは、（メタ）アクリ
レートモノマー由来のアクリル系オリゴマーを含む。
【０１０６】
　実施形態２４は、反応生成物が光反応生成物を含み、開始剤が光開始剤を含む、実施形
態２３に記載の光学アセンブリを作製する方法。
【０１０７】
　実施形態２５は、硬化した接着剤層が、少なくとも１つの剥離ライナーが紫外線に対し
て実質的に透明である、２つの剥離ライナーの間に相溶性ブレンドを配置する工程と、相
溶性ブレンドを光開始剤によって少なくとも部分的に吸収される波長の化学線に暴露して
、硬化した接着剤層を作製する工程と、を含んでなる方法によって調製される、実施形態
２４に記載の光学アセンブリを作製する方法である。
【０１０８】
　実施形態２６は、裏張り材料と、裏張り材料の上に配置される感圧接着剤組成物と、を
含む、接着剤物品であり、感圧接着剤組成物は、約６０部～約５部の１つ以上のアクリル
系オリゴマーの混合物と、ｂ）約４０部～約９５部の１つ以上の１官能性（メタ）アクリ
レートモノマーの混合物と、ｃ）１００部の成分ａ）及びｂ）に基づいて、約０．０１部
～約１．０部の１つ以上のフリーラジカル生成開始剤と、を含む、相溶性ブレンドの反応
生成物を含み、アクリレートモノマー及びメタアクリレートモノマー由来のアクリル系オ
リゴマーは、硬化組成物に実質的に結合されない。
【０１０９】
　提供される光学アセンブリ及びそれを作製する方法の好適な実施形態に関する前述の記
載は、例示及び説明の目的で提示された。以上の教示を考慮すれば、多くの修正形態及び
変形形態が可能であるため、それは、包括的であることも、開示されたままにその形態に
本発明を限定することも意図していない。かかる修正及び変形のすべてが、本発明の範囲
内である。本明細書に記載の実施形態は、本発明の原理及びその実際的な用途の最良の説
明を提供し、それによって当業者が本発明を様々な実施形態で、また企図される特定の用
途に適するように様々な修正を行って利用できるように、選択され説明された。合法的か
つ公正に適した全容に従って解釈されるとき、本発明の範囲は、本明細書に添付される請
求項により定義されることが意図される。
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